
平成™›年 月˜›日 金曜日 (号外第™—˜号)官 報

（
事
故
報
告
）

第
三
条

原
子
力
発
電
工
作
物
を
設
置
す
る
者
は
、
そ
の
原
子
力
発
電
工
作
物
に
関
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
故
が
発
生

し
た
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
実
用
発
電
用

原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
十
九
条
の
十
七
又
は

研
究
開
発
段
階
に
あ
る
発
電
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第

百
二
十
二
号
）
第
四
十
三
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
た
と
き
は
、
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ

る
事
故
の
う
ち
、
そ
の
報
告
を
し
た
事
故
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
報
告
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

感
電
又
は
原
子
力
発
電
工
作
物
の
破
損
事
故
若
し
く
は
誤
操
作
若
し
く
は
原
子
力
発
電
工
作
物
を
操
作
し
な
い

こ
と
に
よ
り
人
が
死
傷
し
た
事
故
（
死
亡
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所
に
治
療
の
た
め
入
院
し
た
場
合
に
限
る
。）

二

電
気
火
災
事
故
（
工
作
物
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
半
焼
以
上
の
場
合
に
限
る
。
た
だ
し
、
前
号
及
び
次
号
か
ら
第

五
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

三

原
子
力
発
電
工
作
物
の
破
損
事
故
又
は
誤
操
作
若
し
く
は
原
子
力
発
電
工
作
物
を
操
作
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、

公
共
の
財
産
に
被
害
を
与
え
、
道
路
、
公
園
、
学
校
そ
の
他
の
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
若
し
く
は
工
作
物
の
使

用
を
不
可
能
に
さ
せ
た
事
故
又
は
社
会
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
故
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

四

主
要
原
子
力
発
電
工
作
物
の
破
損
事
故
（
前
三
号
及
び
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

五

原
子
力
発
電
工
作
物
の
破
損
事
故
又
は
誤
操
作
若
し
く
は
原
子
力
発
電
工
作
物
を
操
作
し
な
い
こ
と
に
よ
り
他

の
電
気
事
業
者
に
、
供
給
支
障
電
力
が
七
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
七
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
供
給
支
障
を
発
生
さ
せ

た
事
故
で
あ
っ
て
、
供
給
支
障
時
間
が
一
時
間
以
上
の
も
の
、
又
は
供
給
支
障
電
力
が
七
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の

供
給
支
障
を
発
生
さ
せ
た
事
故
で
あ
っ
て
、
供
給
支
障
時
間
が
十
分
以
上
の
も
の

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
事
故
の
発
生
を
知
っ
た
時
か
ら
四
十
八
時
間
以
内
可
能
な
限
り
速
や
か
に
事
故
の

発
生
の
日
時
及
び
場
所
、
事
故
が
発
生
し
た
原
子
力
発
電
工
作
物
並
び
に
事
故
の
概
要
に
つ
い
て
、
電
話
等
の
方
法

に
よ
り
行
う
と
と
も
に
、
事
故
の
発
生
を
知
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
様
式
第
二
の
報
告
書
を
提
出
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
害
防
止
等
に
関
す
る
届
出
）

第
四
条

原
子
力
発
電
工
作
物
を
設
置
す
る
者
は
、
次
の
表
の
届
出
を
要
す
る
場
合
の
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表

の
届
出
期
限
及
び
届
出
事
項
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
表
の
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
っ
て
、

法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
認
可
又
は
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
必
要
と
す
る
工
事
に
係
る
場
合

に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
発
電
機
等
の
機
械
的
強
度
）

第
三
十
一
条

発
電
機
、
変
圧
器
並
び
に
母
線
及
び
こ
れ
を
支
持
す
る
が
い
し
は
、
短
絡
電
流
に
よ
り
生
ず
る
機
械
的

衝
撃
に
耐
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
又
は
内
燃
機
関
に
接
続
す
る
発
電
機
の
回
転
す
る
部
分
は
、
非
常
調
速
装
置
及

び
そ
の
他
の
非
常
停
止
装
置
が
動
作
し
て
達
す
る
速
度
に
対
し
、
耐
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第

二
項
の
規
定
は
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
接
続
す
る
発
電
機
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
常
時
監
視
を
し
な
い
発
電
所
等
の
施
設
）

第
三
十
二
条

異
常
が
生
じ
た
場
合
に
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
若
し
く
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
よ

う
、
異
常
の
状
態
に
応
じ
た
制
御
が
必
要
と
な
る
発
電
所
、
又
は
一
般
電
気
事
業
に
係
る
電
気
の
供
給
に
著
し
い
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
異
常
を
早
期
に
発
見
す
る
必
要
の
あ
る
発
電
所
で
あ
っ
て
、
発
電
所
の
運
転
に

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
が
当
該
発
電
所
又
は
こ
れ
と
同
一
の
構
内
に
お
い
て
常
時
監
視
を
し
な
い
も
の

は
、
施
設
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
高
圧
及
び
特
別
高
圧
の
電
路
の
避
雷
器
等
の
施
設
）

第
三
十
三
条

雷
電
圧
に
よ
る
電
路
に
施
設
す
る
電
気
設
備
の
損
壊
を
防
止
で
き
る
よ
う
、
発
電
所
の
架
空
電
線
引
込

口
及
び
引
出
口
又
は
こ
れ
に
近
接
す
る
箇
所
に
は
、
避
雷
器
の
施
設
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
雷
電
圧
に
よ
る
当
該
電
気
設
備
の
損
壊
の
お
そ
れ
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
電
力
保
安
通
信
設
備
の
施
設
）

第
三
十
四
条

発
電
所
、
変
電
所
、
開
閉
所
、
給
電
所
（
電
力
系
統
の
運
用
に
関
す
る
指
令
を
行
う
所
を
い
う
。）、
技

術
員
駐
在
所
そ
の
他
の
箇
所
で
あ
っ
て
、
一
般
電
気
事
業
に
係
る
電
気
の
供
給
に
対
す
る
著
し
い
支
障
を
防
ぎ
、
か

つ
、
保
安
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
の
相
互
間
に
は
、
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

電
力
保
安
通
信
線
は
、
機
械
的
衝
撃
、
火
災
等
に
よ
り
通
信
の
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
施
設
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
災
害
時
に
お
け
る
通
信
の
確
保
）

第
三
十
五
条

電
力
保
安
通
信
設
備
に
使
用
す
る
無
線
通
信
用
ア
ン
テ
ナ
又
は
反
射
板
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
無

線
用
ア
ン
テ
ナ
等
」
と
い
う
。）を
施
設
す
る
支
持
物
の
材
料
及
び
構
造
は
、
風
速
六
十
メ
ー
ト
ル
毎
秒
の
風
圧
荷
重

を
考
慮
し
、
倒
壊
に
よ
り
通
信
の
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年

九
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
七
十
一
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
百
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
原
子
力
発
電
工
作
物
に
係
る
電

気
関
係
報
告
規
則
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

原
子
力
発
電
工
作
物
に
係
る
電
気
関
係
報
告
規
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
電
気
事
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）、電
気
事
業
法
施
行
令（
昭

和
四
十
年
政
令
第
二
百
六
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）及
び
電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第

七
十
七
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

「
主
要
原
子
力
発
電
工
作
物
」
と
は
、
原
子
力
発
電
工
作
物
の
保
安
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
経
済
産

業
省
令
第
六
十
九
号
）
別
表
第
二
の
電
気
工
作
物
の
種
類
の
欄
に
掲
げ
る
電
気
工
作
物
（
法
第
百
六
条
第
一
項
に

規
定
す
る
原
子
力
発
電
工
作
物
に
限
る
。）の
う
ち
、
原
子
炉
本
体
、
原
子
炉
冷
却
系
統
設
備
、
計
測
制
御
系
統
設

備
、
燃
料
設
備
、
放
射
線
管
理
設
備
、
廃
棄
設
備
、
原
子
炉
格
納
施
設
、
排
気
筒
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
補
助
ボ
イ

ラ
ー
、
補
助
ボ
イ
ラ
ー
に
属
す
る
燃
料
設
備
及
び
ば
い
煙
処
理
設
備
、
発
電
機
、
変
圧
器
、
並
び
に
遮
断
器
を
い

う
。

二

「
電
気
火
災
事
故
」
と
は
、
原
子
力
発
電
工
作
物
の
漏
電
、
短
絡
、
せ
ん
絡
そ
の
他
の
電
気
的
要
因
に
よ
り
建

造
物
、
車
両
そ
の
他
の
工
作
物
（
原
子
力
発
電
工
作
物
を
除
く
。）、
山
林
等
に
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
を
い
う
。

三

「
破
損
事
故
」
と
は
、
原
子
力
発
電
工
作
物
が
変
形
、
損
傷
若
し
く
は
破
壊
、
火
災
又
は
絶
縁
劣
化
若
し
く
は

絶
縁
破
壊
が
原
因
で
、
当
該
原
子
力
発
電
工
作
物
の
機
能
が
低
下
又
は
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
、
直
ち
に
、
そ
の

運
転
が
停
止
し
、
若
し
く
は
そ
の
運
転
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
又
は
そ
の
使
用
が
不
可
能
と
な

り
、
若
し
く
は
そ
の
使
用
を
中
止
す
る
こ
と
を
い
う
。

四

「
主
要
原
子
力
発
電
工
作
物
の
破
損
事
故
」
と
は
、
別
に
告
示
す
る
主
要
原
子
力
発
電
工
作
物
を
構
成
す
る
設

備
の
破
損
事
故
が
原
因
で
、
当
該
主
要
原
子
力
発
電
工
作
物
の
機
能
が
低
下
又
は
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
、
直
ち

に
、
そ
の
運
転
が
停
止
し
、
若
し
く
は
そ
の
運
転
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
又
は
そ
の
使
用
が
不

可
能
と
な
り
、
若
し
く
は
そ
の
使
用
を
中
止
す
る
こ
と
を
い
う
。

五

「
供
給
支
障
事
故
」
と
は
、
破
損
事
故
又
は
原
子
力
発
電
工
作
物
の
誤
操
作
若
し
く
は
原
子
力
発
電
工
作
物
を

操
作
し
な
い
こ
と
に
よ
り
電
気
の
使
用
者
（
当
該
原
子
力
発
電
工
作
物
を
管
理
す
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。）に
対
し
、
電
気
の
供
給
が
停
止
し
、
又
は
電
気
の
使
用
を
緊
急
に
制
限
す
る
こ
と
を
い
う
。
た
だ

し
、
電
路
が
自
動
的
に
再
閉
路
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
電
気
の
供
給
の
停
止
が
終
了
し
た
場
合
を
除
く
。

六

「
供
給
支
障
電
力
」
と
は
、
供
給
支
障
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
電
気
の
使
用
者
に
対
し
、
電
気
の

供
給
が
停
止
し
、
又
は
電
気
の
使
用
を
制
限
す
る
直
前
と
直
後
と
の
供
給
電
力
の
差
を
い
う
。

七

「
供
給
支
障
時
間
」
と
は
、
供
給
支
障
事
故
が
発
生
し
た
時
か
ら
電
気
の
供
給
の
停
止
又
は
使
用
の
制
限
が
終

了
し
た
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
配
電
線
路
に
係
る
供
給
支
障
事
故
に
つ
い
て
は
、
当
該

配
電
線
路
の
原
子
力
発
電
所
の
引
出
し
口
の
遮
断
器
が
投
入
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
配
電
線
路
に
係
る
電
気
の
供

給
の
停
止
は
、
終
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
定
期
報
告
）

第
二
条

電
気
事
業
者
は
、
原
子
力
発
電
所
に
係
る
電
気
保
安
年
報
を
、
様
式
第
一
に
従
い
、毎
年
七
月
末
日
ま
で
に
、

経
済
産
業
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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